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オーストラリア（豪州） 豪中銀は政策金利を0.75%に据え置き 

2019年11月5日号 

 豪中銀は10月利下げの後、11月は金利据え置き 

 住宅価格が反発、経済成長率に好循環も 

 外部環境の落ち着きを受け、豪ドルは底堅い動き 
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【図1】失業率は小幅低下、豪中銀は追加利下げ 

   見送るも低インフレは継続 

【図3】豪ドル相場は底堅い動き 

■ 豪中銀は予想通り政策金利を据え置き 

 5日の金融政策決定会合で豪中銀は市場の予想通り、政

策金利を過去最低の0.75%に据え置きました（図1）。声明

で長期にわたり低金利が続くと予想するのが妥当とし、必

要な場合には追加金融緩和の用意があると表明するなど、

10月の利下げ後に示された政策姿勢は維持されました。 

■ 住宅価格の上昇が続き消費を下支えへ 

 ロウ豪中銀総裁は今年3回の金融緩和が成長とインフレ

の回復を支えていると表明しています。住宅価格は4ヵ月

連続で前月比上昇（図2）、特にメルボルン、シドニーで

顕著です。住宅価格反発や所得税減税が消費マインドを改

善させ、個人消費を押し上げる効果が期待されます。 

■ 早期利下げ観測は後退、豪ドルは底堅い  

 市場予想通りの政策決定に為替市場の反応は限定的でし

た（図3）。米中通商協議への楽観的な見方により豪ドル

は底堅く、早期利下げ観測は後退しています。ただし、豪

中銀の利下げ余地は限られており、非伝統的政策実施の可

能性もあるため、豪ドルの上値は重いとみます。（向吉） 

オーストラリア 住宅価格と住宅ローン金利 

【図2】4ヵ月連続で上昇する住宅価格 

注）直近値は2019年10月。住宅価格は主要都市、住宅ローン金利は変動金利型。 

出所）オーストラリア中銀、コアロジックより当社経済調査室作成 

  

オーストラリア  政策金利、失業率、消費者物価 

注）政策金利の直近値は2019年11月5日時点。消費者物価コアはトリム平均。 

出所）オーストラリア統計局、オーストラリア中銀より当社経済調査室作成 

注）直近値は2019年11月5日（東京時間午後4時時点）。 

出所）Bloombergより当社経済調査室作成 

豪ドル相場  
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【参考】オーストラリアの褐炭利用について 

オーストラリアがもつ豊富な資源として石炭が挙げられますが、 
なかでも褐炭は燃焼効率が低く、使い勝手の悪さゆえ有効活用できずにいました。 
しかしながら近年、二酸化炭素を排出しないクリーンな次世代エネルギーとして水素の注目が高まるなか、 
日本とオーストラリアが協力し、褐炭から水素を取り出すプロジェクトが動き出しています。 

 2017年4月 日本で「水素基本戦略」が決定 

 2018年4月 日豪の「褐炭水素パイロット実証プロジェクト」がビクトリア州ラトロブバレーで起工 

 世界初の試みとなる水素エネルギー・サプライチェーン・プロジェクトにより                                                   
オーストラリアにとって未利用資源である褐炭の有効利用、                       
および水素の生産･輸出の拡大と雇用創出の可能性をもたらすと期待。 

 オーストラリアの褐炭埋蔵量は、日本のエネルギー需要240年分に相当、                
日本が安定的なエネルギー供給を確保する上で重要な役割を果たす見込み。 

出所）経済産業省 長期地球温暖化対策プラットフォーム「海外展開戦略タスクフォース」（第2回会合）資料より当社経済調査室作成   

褐炭 

水素製造 

水素利用 

水素輸送･貯蔵 

燃料電池自動車や水素発電など 

液化水素（マイナス253度）を長距離輸送する運搬船、水素受け入れ基地（貯蔵タンク） 

褐炭をガス化し精製後、水素を取り出し液化 
水素を取り出す際に発生する二酸化炭素を気体のまま地層に閉じ込め（CCS） 

オーストラリア 
（資源国） 

日本 
（利用国） 


